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火山土地条件図｢富士山｣について 
 わが国は世界でも有数の火山国で、有史以来、多くの火山災害が記録されています。一般に全ての火山災害を防

止することは極めて困難ですが、被害を最小限に抑えるための対策が課題となっています。このため国土地理院は、

1988 年度から活動的な火山及びその周辺地域を対象に地理情報を整備する火山土地条件調査を行っています。   

この調査は、主として地形分類調査（土地の形状をその成因、変化の歴史、構成物質などにより分類し、分布を

示すこと）、各種機関・施設の分布状況の調査（防災に関連する公的機関、河川工作物などの位置の把握）から成

り立っています。火山土地条件図及びこの解説は、その調査結果をまとめたものです。 

 火山土地条件図｢富士山｣は、富士山の火山活動によって形成された火山地形の分布を、その周辺に分布する扇状

地・台地や富士山より古い火山である小御岳火山、愛鷹火山の地形を含めて、一図葉に収めたものです。約 10 万

年間の富士山の火山活動によって形成されてきた地形やその後の侵食作用、堆積作用により形成された地形など、

富士山周辺の土地の成り立ちを読み取ることができます。 

 富士山の火山としての活動は、古くから注目され、続日本紀、日本三代実録や万葉集などに記述が見られ、歴史

時代にも活発に活動していたことが分かります。噴火を伴うような顕著な活動は、1707（宝永４）年の宝永噴火以

降記録がありませんが、1963 年頃までは山頂の一部に地熱を発する場所があり大正時代頃までは 80 度以上の噴気

を発していました（つじ,1992）。その後、この地熱を発する場所は消滅して現在に至っていますが、2000 年 10 月

から 2001 年 5 月にかけて、山頂北東側の深さ 15ｋｍ付近を中心とした領域で発生する低周波地震※の回数が一時

的に急増し、富士山のマグマ活動の一つとして注目されました。 

火山土地条件図「富士山」は、津屋による地質図（津屋,1968）を基に空中写真判読、現地調査、文献資料、数

値標高データや航空レーザスキャナによる精密地形測量などによる成果を加えて作成しました。本図は活火山のひ

とつとして富士山の地形発達を中心とした自然を理解し、火山活動により生じる被害の予測や噴火の際の防災対策

立案等のための基礎資料として広く活用していただきたいと考えています。 

 

１.富士山の噴火史と山体形成史 

富士山は、箱根火山がまだ活発に噴火していた約 10 万年前に誕生した火山です。 

富士山の形成史は、約 10 万年前～約１万年前までの古富士の時代と、約１万年前以降の新富士の時代とに分け

られています（津屋,1968）。図１・２は、小御岳火山や愛鷹火山の一部を覆って古富士火山ができ、さらに新富士

火山へと成長してきた様子を模式的に示したものです。このように現在の富士山は、古富士火山を覆うように成長

したと考えられており、表図では覆い残された部分を古富士火山斜面として表示しています。古富士火山による噴

出物は、現在は断片的に露出するにすぎませんが、富士山西麓～南西麓にかけては古富士火山起源の泥流※堆積物

が広く分布しています（古富士泥流堆積地）。近年、小御岳火山の下位に先小御岳火山が存在していることが、ボ

ーリング調査の結果、明らかになりました（中田ほか,2007）。 

 

図１ 富士山の模式的な断面図（津屋,1940 を中田ほか,2007 を参考にして一部修正） 

c 富士山頂、H1 新富士火山、H2 古富士火山、k 小御岳及び小御岳火山、S 先小御岳火山 

A 愛鷹火山の一部、I 第四紀層、T 新第三紀層、f 富士川、u 潤井川 

※の用語は「７．用語解説」参照 
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表 1 新富士火山の活動期（宮地・小山,2001 を一部修正） 

 

Ⅰ 11000～8000 年前に山頂及び側火口から非常に大量の溶岩が噴出し、東麓を除くほぼ全域に流下しました。三

島溶岩や猿橋溶岩は、この時期のものです。 

Ⅱ 8000～4500 年前には、小規模な噴火を繰り返し山麓に細粒のテフラ※が堆積しました。 

Ⅲ 4500～3200 年前には、側火山からの火山活動が活発になり、側火山及び山頂火口から多量の溶岩が流出しまし

た。 

Ⅳ 3200～2200 年前には、山頂火口から中～大規模のプリニー式噴火※が頻繁に起こり、粗粒で厚いテフラが堆積

し、火砕流の発生や溶岩流出も見られました。2600～2900 年前頃には東斜面で大規模な山体崩壊が発生し、現

在の御殿場市方向へ岩屑なだれ※が流下し堆積しました（御殿場岩屑なだれ堆積地）。また、この岩屑なだれは

河川に流入し、下流側では長期間にわたり二次泥流が発生しました（御殿場泥流）。 

Ⅴ 2200 年前以降になると、南東～南斜面と北西斜面を中心に多数の側火山※が噴火し、ストロンボリ式※～準プリ

ニー式噴火によりテフラと溶岩流が噴出し、一部では火砕流も発生しました。特に 800～1100 年頃には側噴火

が断続的に続き、多数の側火山が生じました。1707（宝永４）年に山頂に近い南東山腹で大規模なプリニー式

噴火がおき、宝永火口が生じました。この噴火を最後に、現在まで富士山では噴火が休止しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 富士山のおいたち（富士砂防工事事務所,2001） 

ステ－ジ 年代（年前） 噴火場所 主要な噴出物の種類・規模 

Ⅴ 約 2200年前以降 側噴火 小規模降下火砕物+火砕流+溶岩 

Ⅳ 2200～3200 山頂噴火 大～中規模降下火砕物+火砕流 

Ⅲ 3200～4500 側噴火+山頂噴火 中規模溶岩+小規模降下火砕物 

Ⅱ 4500～8000 山頂噴火 小規模降下火砕物 

Ⅰ 8000～11000 側噴火+山頂噴火 大規模溶岩 

 

古富士火山の時代 

 約 10 万年前になると、小御岳火
山の中腹で古富士火山が噴火を開
始しました。古富士火山は爆発的
な噴火を繰り返し、少なくとも 5

回の山体崩壊を発生させました。 

 

新富士火山の時代 

 約 1 万年前になると、古富士火
山を覆うようにして新富士火山が
噴火を開始しました。約 1 万年前
～8 千年前ころには、三島市や大
月市付近などに到達するような大
量の溶岩を流出させました。 

 

小御岳火山の時代 

 今から約 70～20 万年前に、現在
の富士山山頂の北側に小御岳火山
と呼ばれる火山が誕生しました。 

新富士火山による噴出物は、現在の富士山山体の表層を厚く広く覆っています。このうち溶岩流（例えば、写真

Ａ）については、これまでも多くの人たちによる調査研究がありますが、個々の溶岩流の分布や噴出した年代につ

いては、未だ多くが不明のままとなっています。本図では、溶岩流の名称及び分布は原則として津屋（1968）に基

づき、さらに最新の知見を加えて、最後の大規模な山頂噴火による噴出物である約 2200 年前頃の湯船第２スコリ

ア※（写真 E）を基準に、これより新しいもの（新期溶岩流）と古いもの（旧期溶岩流）に分けて表示しました。宮

地（1988）及び宮地・小山（2001）によると、新富士火山の噴火史は概ね次のようにまとめられます（表 1）。 
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２.富士山の地形概要とその特徴 

富士山は、静岡県と山梨県にまたがる、日本の陸上で最大の玄武岩※質成層火山です。安山岩質の成層火山が多

い日本列島ではやや珍しい玄武岩質の噴出物からなる成層火山です。山体はほぼ円錐形ですが、全体としては山頂

を中心とした北北西～南南東方向に長軸をもった楕円錐で、頂上付近ほど傾斜が急になっています。 

 図３は、富士山を東西南北から見たもので、成層火山の特徴がよく分かります。北側山腹には小御岳火山が、新

しい富士山の噴出物に埋め残された形で斜面から突き出ています。図４は、富士山周辺の主な地形を示した地形概

念図で、地形の分布状況がよく分かります。主な地形の特徴は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 東西南北からみた富士山（火山基本図 10ｍメッシュ標高データを｢カシミール３D」を用いて地形を立体表現） 

 

1）溶岩流 

 現在の富士山は、主に１万年前以降の新富士活動時期に中央火口 

から噴出した溶岩やスコリアにより形成されています。これらの溶 

岩からなる斜面は、侵食が進んでいて多数の谷筋が形成されていま 

す。 

 約 2200 年前を境に富士山の活動は、山腹での溶岩、スコリアの 

噴出に変わり、総量的には大量の溶岩を噴出させてきました。特に、 

青木ヶ原溶岩は、貞観噴火（864 年）により、鳴沢村の氷穴から長 

尾山にかけてと大室山の南東から北西にかけての２つの割れ目火口 

列から流出した溶岩により形成されたものです。この溶岩流出は、 

当時の「剗
せ

の海」を埋め立て精進湖と西湖を形成するなど、歴史時 

代に起きた富士山の噴火記録の中でも最大級の溶岩流出とされてい 

ます。本図では、約 2200 年前を境に新期溶岩流と旧期溶岩流に区 

分し、さらに細区分した溶岩流名が分かるように表記しています。 

西からみた富士山         

富士山の中央を深く刻む谷が大沢崩れ 

南からみた富士山  

富士山の南東斜面に大きな宝永火口が連なるほか、多

くの側火山（大室山、片蓋山など）が分布する 

 

東からみた富士山 

北から見た富士山  

富士山の正面山腹に見える張り出した

地形は古い火山である小御岳 

  

  

小富士 

小御岳 

宝 
永 
火 

 口 

大
沢

崩
れ 

 

写真Ａ  西麓の大沢川（標高 1,270m 付近、

河床に大沢溶岩が広く露出してい

る） 

Ａ 

大室山 

片蓋山 
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図４ 富士山地形概念図 
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2）側火山 

富士山には、山頂を中心に 70 以上の側火山が北北西～南南東方向に集中して分布しています。側火山は大室山

のように比高が 300ｍに近い大きなものもありますが、その多くは数ｍ～100ｍ程度の比高で“塚※”などと呼ばれ

ているスコリア丘です（写真 B）。スコリア丘には、塚のように明瞭な山型の形状を示すもの以外に、溶岩が流出

して崩壊しかけているものもあります。また、最近の精密地形測量によって直径 10ｍ程度のスコリア丘も多数あ

ることが判ってきました。この他に、割れ目火口や火口が連続して分布する火口列なども多く見られます。 

特に今回の調査では、富士山北東及び南～南東の山腹斜面で新たに多数のスコリア丘が確認されました。また、

津屋（1968）による富士山北東部山腹の“焼山”（図４）やその周辺では火口列と割れ目火口などが新たに確認さ

れました（詳細は、８）特徴的な地形：側火山に記述）。 

南東の山腹には、山頂火口より大きく口をあけた宝永火口があります（写真 C）。その名の通り江戸時代の宝永

４（1707）年に噴火した火口で、第１火口から第３火口まであります。火口の地形をよく見ると、最も山頂よりの

第１火口の北西斜面に、多数の岩脈※が北北西～南南東方向に並んで露出しています。火口群の東側に突き出た宝

永山の頂部に露出する赤岩（写真 D）は、古富士の山体の一部といわれています（津屋、1968）。 

写真Ｅは、宝永噴火時の降下火砕物である宝永スコリアが堆積した様子です。側火山からの最新の噴出物である

宝永スコリアが最上部に堆積し、その下部には山頂火口からの最後の噴出物である湯船第２スコリアが堆積してい

ます。本図では、溶岩流と同じく湯船第２スコリアを基準に新期スコリア丘と旧期スコリア丘に区分しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真Ｅ 崖に現れた富士山の噴出物 

（緑丸の地層；宝永スコリア、赤丸の 

地層；湯船第 2 スコリア；御殿場口登 

山道“太郎坊”） 

写真 D 宝永山に露出する赤岩と噴気孔跡 

（赤岩をつくる地層は古富士火山の

噴出物と考えられている） 

Ｅ D 

 

写真 C 南東斜面にある宝永火口

（赤丸部分は赤岩） 

C 

 

写真Ｂ スコリア丘「二ッ塚」 

（南東山腹 1,800～1,900m 付近） 

 

Ｂ 
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3）岩屑なだれと泥流 

富士山の東側斜面から山麓の御殿場市にかけて、岩屑なだれ堆積物が分布しています（御殿場岩屑なだれ堆積地）。 

新しい宝永スコリアや雪代堆積物によって厚く覆われていますが、流れ山などの特徴的な地形が残っています。御

殿場岩屑なだれ堆積物が、その後の雨水などにより泥流化して二次堆積した御殿場泥流堆積物は、黄瀬川を流れ下

り三島市街地周辺に黄瀬川扇状地を形成しました。この岩屑なだれは、約 2500 年前に発生したと推定されていま

す。 

 

4）大沢崩れ 

大沢崩れは、富士山頂の剣ヶ峯北側の標高 3,690m を源頭部とす 

る巨大な崩壊地で（写真Ｆ）、大量の土砂が富士山西麓から南西麓 

に流れ下り、その下流には広大な大沢扇状地を形成しています。 

中流部には、岩
いわ

樋
どい

といわれる旧期溶岩を数メートルの幅で樋状に 

侵食した地形が発達しています。山頂直下から標高 2,200m 付近ま 

での延長は約 2.2km、最大幅約 550m、最大深さ約 150m で、総崩 

壊土量 7,500 万 m3と言われるわが国有数の崩壊地です。 

近年大沢崩れでは、非出水期の初冬や晩春に大規模な土石流が発 

生するという特徴があります。現在、大沢川をはじめ多くの谷では 

土石流対策や崩壊地対策として堰堤や沈砂地などの整備が進められ 

ています。2000 年 11 月 21 日に大沢崩れ下部で発生した大規模な土石流では、28 万ｍ3（ダンプカー5 万 6 千台分）

もの土砂が流出しましたが、大沢扇状地上に設置された砂防施設により下流への影響はありませんでした。 

 

5）火山麓扇状地 

富士山の山体には侵食作用により多くの谷が発達し、その下流の山麓には谷を伝って流下した土砂が作り上げた 

扇状地が広く分布しています。西麓に上井出扇状地、大沢扇状地、南西麓に富士宮扇状地、大淵扇状地、北東麓に

梨ガ原扇状地、吉田扇状地などがあります。さらに富士山の長い歴史のなかでは、大沢扇状地のほかにも多くの火

山麓扇状地が形成されてきています。特に、大沢から崩れ落ちた土砂は、古い上井出扇状地の上に土石流※となっ

て堆積し、新しい大沢扇状地を形成しています。大沢扇状地は 1500～1000 年前頃から堆積し、平均して 100 年に

厚さ 1ｍ以上の速さで堆積が進んでいます（井上・田島,2000）。 

 

6）雪代 

富士山麓で発生する雪崩のうち、晩秋や春先の雪解け時期に起こる多量の雪混じり土砂の流れを雪代
ゆきしろ

と呼んでい 

ます。雪代（写真Ｇ）とは、積雪層に多量の融雪水や雨水が浸透して安定性を失って滑り出した水分の多いシャー

ベット状の雪崩が斜面の土砂を取り込みながら流下し、さらに流下中に雪がとけて水に変わり土石流となって谷を

流れる一連の現象を指します。雪代の発生高度は 1,500～3,500ｍで、時には 20ｋｍも離れた山麓にまで到達し、

雪塊、土砂、岩石、流木等の混合物により大きな災害をもたらすこともあります。 

 近年では 1992 年 12 月 8 日、1995 年 3 月 17 日、1996 年 3 月 30 日、1997 年 11 月 26 日に雪代が発生してい 

ます（図５）。このうち、1992 年 12 月 8 日の雪代は、富士山全域にわたり標高 2,800～1,900ｍ付近で発生し、標 

高 2,300ｍ付近で富士スバルラインを寸断、また、吉田大沢では富士山安全指導センターを破壊しました。このと 

き、富士山の西斜面滑沢、仏石流しの標高 2,800ｍ付近から発生した雪代は、流下する過程で土石流となり谷沿い 

の斜面を侵食し植生を剥ぎ取って約 10ｋｍ流下しましたが、砂防堰堤によって災害を未然に防ぐことができまし 

た。 

現在、富士山中腹を通過する道路の一部には、雪代等の災害対策として洞門が整備されています。 

 

写真Ｆ 大沢崩れの源頭部 

写真Ｆ 斜面の侵食作用（御殿場口登山道

標高 1,700ｍ付近、源頭部中央に青

い点のように見えるのが人） 

 

F 
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7）火砕流 

火砕流は、1990 年に始まった雲仙普賢岳の噴火を通して多くの人に知られるようになりましたが、富士山のよ

うな玄武岩質の火山では従来あまり発生しないとされていました。富士山ではこれまで西斜面に分布する大沢火砕

流のほか断片的に分布しているものなどが知られていましたが、最近の調査によって、北～北東斜面の一部にも約

1500～2000 年前に噴出した 3 層の火砕流堆積物※（滝沢火砕流 A’、A、B）が確認されています（富士山ハザード

マップ検討委員会第 5 回基図部会資料,2002）。ただし、火砕流堆積物の明瞭な堆積面は未だ確認されていません。

火砕流は新富士火山の活動の中で、従来考えられていた以上に頻繁に発生していたようですが、規模や頻度を知る

にはさらに詳しい調査が必要です。図６は、富士山北東斜面において滝沢火砕流 B の分布が確認された地点を示し

たものです。火砕流堆積物は、細粒の火山灰を多く含み、分級の程度が悪いのが特徴で、高温の場合には溶結した 

り、炭化した木材などが含まれることがあります（写真

Ｈ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年 12 月 8 日に富士 

山の北斜面で発生した雪 

代の空中写真 

図５ 近年発生した雪代の事例（国土交通省
富士砂防工事事務所,2001ｂ） 

写真Ｇ 雪代発生斜面 
（宝永山南斜面） 

（右の写真は幾重
にも堆積した雪代
堆積物の様子；ノー
トの大きさ 15.5cm 

×11.5cm) 

Ｇ 

 

 

 

写真Ｈ 北東斜面に分布する滝沢火砕流Ａ
の露頭写真（写真中央のノートの大

きさは 15.5cm×11.5cm、撮影場所は

滝沢林道標高約 1,500m 付近） 

 

Ｈ 

 

図６ 北東斜面において滝沢火砕流 B の分布 

   が確認された地点（富士山ハザードマッ

プ検討委員会第５回基図部会資料,2002） 

 

1996 年 3 月 30 日に 

発生した雪代の分布 
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8）特徴的な地形 

火山土地条件調査によって確認されたさまざまな地形の中から特徴ある地形について、以下に紹介します。 

側火山 

 側火山は、そのほとんどは円錐形の丘状をしています。富士山北東斜面の中腹、標高約 1,660m付近には“焼山”

という名の側火山があります（図４）。焼山は、現在は地形的に側火山としての特徴的な形状を留めておらず、地

形図（図７）や空中写真判読では分かりません。 

図８は、本調査によって判明した焼山の詳細な地形です。焼山のほぼ中央に割れ目火口が北東～南西方向に約 500

ｍにわたって確認されました。割れ目火口の幅は約 10～30m で、割れ目火口の両側には、スパター※が積み重なっ

て堤防状の地形が形成されていま 

す。割れ目火口の中には大小さ 

まざまな噴火口が多数断続的に 

に確認できます。 

 焼山のように形状の分からな 

くなってしまった側火山は、こ 

のほかにも多数あると思われま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 スパターの作る斜面の地形 

 火口から噴出したスパターはそ 

の周辺に堤防や小高い丘のように 

堆積したり、または溶岩のように 

一体となって流動することもあり 

ます。 

図９の地形図では、ごく普通の 

山ひだと思われていた斜面が、レ 

ーザ測量による微地形調査（図 10） 

と現地確認においてスパターによ 

る堆積地形であると判明したもの 

です。同様な地形は他にも多く見 

ることができます。 

このスパターは、幅 50～80m、 

延長 1km以上にわたって堆積し小 

高い地形を形成しています。これ 

は富士山の割れ目噴火によって作 

られた地形であると考えられます。 

 

 

図８ 焼山周辺の火山土地条件図 
（中央 ol.sc が焼山） 

図７ 焼山周辺の地形図 
（火山基本図「富士山（富

士山頂）」の一部。青矢印間

の赤点線部に微地形として

現れた焼山の割れ目火口） 

写真Ｆ 斜面の侵食作用（御殿場口登山道

標高 1,700ｍ付近、源頭部中央に青

い点のように見えるのが人） 

 

図９ 1：25,000 地形図「印野」 

（富士山南東部、赤い破線が

スパターによる堆積地形） 

図 10 図９のレーザスキャナ測
量による陰影画像(DSM) 

（斜面表面には噴火活動に

伴う微地形が多く確認され

る。白い矢印間の微高地がス

パターによる堆積地形で図

９の赤い破線に対応する） 

 
0 1km 

 

500m

ｍ 

0 
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３.貞観噴火と宝永噴火 
富士山で歴史時代に起きた代表的な噴火として、貞観噴火と宝永噴火が知られています。以下に、これら

の噴火について、最近の調査研究などの成果を含めて解説します。 

１）貞観噴火 

平安時代の 864（貞観６）年に起きた貞観噴火は、「下り山－石塚火口列」と「長尾山－氷穴火口列」の２つの 

割れ目火口から青木ヶ原溶岩が流出し、当時あった「剗
せ

の海」を埋め立て、現在の富士五湖のうちの精進湖と西湖

を作った有名な噴火です。貞観噴火は歴史時代に起きた富士山の火山噴火記録の中でも最大級の溶岩流出とされて

います。この溶岩で覆われた場所は現在、青木ヶ原として広く知られている地域です。この貞観噴火は歴史時代の

噴火のため多くの記録が残されていますが、どのくらいの量の溶岩が噴出したのか、またどのように溶岩流が積み

重なり青木ヶ原が形成されたのかは、これまで不明でした。 

富士砂防工事事務所は、2002 年に航空レーザスキャナを用いた精密地形測量を実施しました。この結果から得 

られたデータを基に作成した陰影図（図 11）では、地形図（図 12）から読みとれない微地形が明瞭に判別できま

す。特に、溶岩流の流動した様子を明瞭に読み取ることができ、古い溶岩を覆って新しい溶岩が流れた過程、鮮明

な溶岩じわや溶岩流末端部での盛り上がり、溶岩流が幾層にも積み重なっている様子など、流動性に富む玄武岩質

溶岩の特徴がよく分かります。また、氷穴火口は、北西―南東方向に列状に並ぶ多数の火口として、一つ一つの火

口の位置や形状を正確に知ることができました。現在は樹海となって現地調査をするのも困難な青木ヶ原ですが、

このように精密地形測量によって噴火活動の経緯が詳しく分かるようになりました。 

 

２）宝永噴火 

 江戸時代の 1707（宝永４）年 12 月 16 日から始まって 16 日間に及んだ 

宝永噴火は、富士山の噴火史上における最大規模の噴火のひとつです。宝永 

噴火は南東斜面からプリニー式噴火が始まり、火口が山頂火口よりも大きく 

なるほど爆発的な噴火であったと考えられています。噴出したマグマの総量 

は 0.7km3と推定され、そのすべてがスコリアや火山灰などの降下火砕物（ 

写真Ｉ）として放出されました（宮地,1988）。これらは偏西風にのり東方へ 

と運ばれ南関東一円に広く降り積もり、遠くは霞ヶ浦の湖底や 280ｋｍも離 

れた鹿島灘沖の深海底からも発見されています。小山（2002）によると、宝 

永噴火の推移は概ね次のようであったと考えられています。 

噴火前から富士山中では毎日のように地震が感じられ、噴火前日の午後に 

なると山麓の裾野市須山や富士市吉原でも頻繁に地震が感じられようになり 

ました。夜になると群発地震の規模が拡大し、小田原、名古屋、江戸などで 

も感じられた地震がありました。噴火当日の早朝と噴火直前に特に強い地震 

があり、午前 10～12 時に噴火が始まりました。噴火に伴って降下した火砕 

物は初めは白色や灰色であったものが、その日の夕方には黒色に変化しまし 

た。噴火のクライマックスは最初の 3 日間程度であり、以後は消長を繰り返 

しましたが、25 日午後から再活発化しました。1708 年 1 月 1 日未明に噴火は停止し、16 日間に及ぶ活動は終息

しました。 

 この噴火により、現在の御殿場市や小山町には厚さ数 10cm から 2m 以上に及ぶ降下火砕物が堆積しました。こ

の降下火砕物により多くの田畑が埋め尽くされるとともに、一部地域では降下した火砕物が高熱であったため火災

が発生しました。この大量の降下火砕物が原因となって、静岡県東部や神奈川県西部の河川流域の人々は、この後

長い間土砂流出や河川氾濫によって苦しむことになりました。特に、酒匂川下流域の足柄平野に流入する付近では、

河床上昇が著しく幾たびも河川氾濫に見舞われました。 

 

写真Ｉ 宝永噴火によって噴出
した降下火砕物 

（噴火の初期に白い軽石
※
が

噴出し、その後黒いスコリ

アの噴出が中心となる；ノ

ー ト の 大 き さ 17cm ×

12cm；御殿場口登山道の“太

郎坊”付近） 

Ｉ 
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0 1km 

図 11 青木ヶ原大室山付近のレーザスキャナ測量による陰影画像（この成果は国土交通省富士

砂防工事事務所長の許可を得て、平成 14 年度作業航空レーザスキャナデータ成果を使用し

て調製したものである。（許可番号）国部調富第 151 号：薄茶色着色部が青木ヶ原溶岩） 

 

図 12 青木ヶ原大室山付近の地形図（図 11 と同じ範囲。左上の赤点線部は「下り山－石塚火口

列」、右下は「長尾山－氷穴火口列」。1：25,000 の地形図「鳴沢」の一部を約 34％縮小） 

 

 

 

1km 0 
 

 
 

0 1km 
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４.精密地形測量により得られた富士山の地形的特徴 
 火山土地条件図「富士山」の作成に当たっては、航空レーザスキャナ測量システムを用いて富士山南東斜面の精

密地形測量を行い、溶岩流や新たな火口などの微地形の確認を行いました。このシステムは、上空（航空機）から

地上までの斜距離を計測するレーザ測距儀、位置を計測するシステム（GPS）と航空機の姿勢や傾きを計測する装

置（IMU）を用い、約 2,000ｍ上空からレーザを照射し、地上の標高を計測するものです。このシステムを利用す

ることによって、空中写真では判読が困難で人が立ち入れないような地域の地形を把握することが可能となりまし

た。 

 図 13 は、精密地形測量の実施された富士山南東斜面の陰影画像で、地形モデルに光を照射して人工的に明暗を

作り、立体感が出るようにしたものです。場所は日本ランド遊園地の鑵子山西部です。日本ランド遊園地の西方は

概ね樹林地帯となっており、木の下にはササなどが密生しています。このため現在は、火山活動に伴った微地形や

火山に特有な地形はほとんど分かりません。図 13 の左下に見える大きな菱形のようなところには、しわが沢山見

えますが、これは溶岩流の表面にできたしわや溶岩流の境であると考えられます。また、赤点線内で示したところ

は、谷のようなスジとこのスジの両側が盛り上がっているのが分かりますが、これは現地調査の結果、割れ目火口

であると考えられます。空中写真判読では、溶岩流上の微地形と判読していたところも（表図）、精密地形測量に

よって三次元的に表現することにより具体的にどのようなものであるかを推定することができます（図 14、鑵子 

山西方の陰影画像の中央に見られる特徴的な起伏地形は、図 13 の赤点線内の部分）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 鑵子山西部の陰影画像（縮尺約 1：11,570、植生がある状態で地表面を擬似的に表現した画像（ＤＳＭ画
像）。赤色点線枠は図 14 の赤点線枠と同じ場所。右上は 1：50,000 地形図「御殿場」の同地域周辺を 9％縮
小。赤線枠が図 13、青線枠が図 14 の位置。） 

鑵
かん

子
す

山
やま

 

0            500m 
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５.火山の恵みと共生 

富士山は、長い火山活動の結果として、今日では雄大な景観を見せてくれています。広大な裾野は早くから人々

の生活の場となり、農耕が営まれ、集落も形成されてきました。また、その秀麗な山容は古くから信仰の対象で

あり、文学や芸術の格好の題材ともなってきました。富士山の山体に涵養された豊富な地下水は、優れた飲料水

として、また農業用水や工業用水として、山麓地域で広く利用されてきました。著名な湧水地として、富士宮市

の白糸の滝（写真Ｊ）、清水町の柿田川湧水、忍野村の忍野八海などが知られています。また、火山活動で噴出

した火山灰は南関東一円に降り積もり、黒ボク土と呼ばれる黒や褐色の土壌となりました。黒ボク土は保水性に

富むうえ水はけも良く、リン酸を施肥すれば畑作物の栽培には適しています。 

一方、富士山一帯は、現在日本有数の観光地となっており、さまざまなスポーツやレクリェーションの場とし

て多くの人々に利用されています。日本一の高さと眺望が魅力の登山やパラグライダー（写真Ｋ・Ｌ）、溶岩ト

ンネルや溶岩樹型などの散策（写真Ｍ）、溶岩流の堰き止めで生まれた富士五湖での水上の各種レジャー、火山

噴出物の上に根付いた樹林などを巡るハイキングなど、様々な楽しみ方があります。 

富士山は最新の宝永噴火からすでに 300 年が経とうとしています。今日では富士山の噴火を経験し語り伝えて

くれる人はいません。しかし、万葉集や続日本紀をはじめとする多くの記録や考古学的な調査により、古くから

人々が噴火し噴煙を上げる富士山と共にあったことを伝えています。  

富士山の歴史のなかで、繰り返される噴火による成長、高いが故に崩れていく過程や雪崩の発生、人々が築い

た田畑、集落、道路などを埋め尽くす災害など、多くの恵みを享受している私たちが通常は意識することが少な

い火山としての厳しい姿がそこにあります。2000 年に多発した低周波地震は、富士山が火山として今なお活動

を続けていることを私たちに知らせてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 K 富士山頂 

 

写真 J 南西麓にある白糸の滝 

 

M 

写真 M 溶岩が形作った吉田胎内洞窟 写真 L 溶岩塚を利用したパラグライ
ダー（西麓の朝霧高原） 

 

K J 

L 



13 

６.火山土地条件図の利活用 
火山土地条件図に表示された地形分類は、将来起こるであろう噴火活動や土砂移動などによる地形変化の想定に

利用でき、したがって、火山ハザードマップ作成のための基礎情報となるものです。火山では、その長い一生から

みれば、災害になるような急激な地形変化はむしろ稀な現象であると言えます。先にも述べたように、その間の長

い静穏期に私たちの受ける恵みのほうが、遥かに大きいと言えます。 

 火山土地条件図「富士山」が、防災上の基礎情報としてのみならず、富士山とその周辺地域の生い立ちを知り、

ひいては豊かな郷土を築いていくための基礎情報としても利用していただければ幸いです。 

 

７.用語解説 
火
か

砕
さい

流
りゅう

堆
たい

積
せき

物
ぶつ

 高温の火砕物質と火山ガスの混合物が高速で地表を流下し堆積したもの。 

軽石
かるいし

 火山砕屑物の一種で、パミスともいう。多孔質で淡色を呈する。安山岩質、デイサイト質、流紋岩質など

の流動性の小さいマグマの発泡によって生ずる。 

岩屑
がんせつ

なだれ マグマの貫入による火山体の変形や水蒸気爆発などの火山活動、地震などが引き金となり、火山体

の不安定な部分がなだれのように高速で崩れ落ちる現象。 

岩
がん

脈
みゃく

 垂直に近い板状の貫入岩体で、幅はふつう１～数十 m、長さ数百 m 以下のものが多い。 

玄武岩
げんぶがん

 玄武岩は火山岩のなかでも世界的に最も広く分布している。岩石の SiO2量が重量にして概ね 45～52％

のものを指す。富士山に隣り合って位置する愛鷹山や箱根火山は、玄武岩の他にこれより SiO2量の多い安山

岩質やデイサイト質の火山岩類から成っている。 

スコリア 火山砕屑物の一種で、岩
がん

滓
さい

ともいう。多孔質で黒色や暗褐色などの暗い色を呈する。主に玄武岩質の

マグマの発泡によって生ずる。 

ストロンボリ式噴火 比較的短い時間間隔で、周期的に火口からマグマの破片や火山弾などが放出される噴火活

動。流動性の大きい玄武岩質のマグマの活動に伴うことが多い。 

スパター 流動性の大きいマグマの爆発力の弱い噴火によって放出される可塑性を持つ溶岩片で、玄武岩質マグ

マの噴出物として特徴的である。 

側
そく

火
か

山
ざん

 火山の山腹斜面にできた小さな火山で、その多くは溶岩円頂丘か砕屑丘のことが多い。 

第
だい

四
よん

紀
き

 地質時代で 6,500 万年前以降現在までを新生代と呼び、第三紀と第四紀に区分される。第四紀は、およ

そ 160 万年前以降現在までを指す。第四紀は１万年前を境に更に更新世と完新世に区分される。 

低
てい

周
しゅう

波
は

地
じ

震
しん

 長い周期（1.0 秒前後）の波が卓越する地震のことで、連発する傾向や群発性が高く、多くは数時

間のうちに一連の活動を終える。 

泥
でい

流
りゅう

 砕屑物と水が一体となって流動する現象。一般に粗粒な礫質分より泥質分を多く含み、流動性が高い。

火山泥流とは、火山地域に生ずる泥流のことで、火口から泥状物質が直接噴出し流下するものや、山腹に積

もった火山灰が多量の雨などで泥流となるものなど成因的にはいろいろある。 

テフラ 火山噴火の際に火口から放出され、地表に落下した火山砕屑物（降下火砕堆積物）や、火砕流堆積物、

サージ堆積物の総称として、火
か

砕
さい

物
ぶつ

・火砕堆積物と同義に用いられる。 

土
ど

石
せき

流
りゅう

 土石流は、土石と水とが一体となって流下する現象で破壊力が大きい。土石流による災害を防止する

ため、堰堤
えんてい

や流路の勾配が緩和され断面が拡幅された沈
ちん

砂地
さ ち

（土石流堆積工ともいう）の設置など様々な対

策がとられている。 

プリニー式噴火 大量の軽石や火山灰が火口から空高く噴出されて、主として大規模な降下火砕物として風下に

降下するような噴火活動。ベスビオ火山（イタリア）の噴火がその代表例。 

溶岩
ようがん

塚
づか

 ショレンドームともいう。溶岩流の流動中に形成された小さな高まり。富士山では三島市、富士宮市、 

富士市周辺などに多数分布し、一部は神社などの御神体となっている。 
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図 14 鑵
かん

子
す

山
やま

西方の精密地形データより作成した陰影画像 

この図は、航空レーザ測量により得られた精密地形データより作成した陰影画像です。北西方向より俯角 60 度で光

をあてたと仮想して明暗を人工的に作り出し、立体的に見えるようにしました。場所は、富士山の南南東斜面（標高

1,250ｍ付近）の日本ランド遊園地西方約 1.5km 付近です。画像のほぼ中央に見える線状の起伏（図中赤点線内）は、

複数の割れ目火口列とそこから噴出したスパターが形成した高まりです。 
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